
（令和４年１１月１７日現在）

項目 分類 第１回懇談会での意見 対応の方向
素案該当
ページ

1 理念

・そもそも県民活動自体の大きな目的は何か、県民活動
のアウトカムは何かが問われている。

・第５章「施策の方向性」の「１ 目指す千葉県の姿」
に、県民活動の最終的な目的・目指す成果について記
載しました。 32

2 理念

・事業にお金をかけることも大事だが、県民の自主性や
地域の個性をどうやって促していくのか、その原点に立
ち返ることが最も大事である。

・いただいた意見については、具体的な施策の推進に
当たり、常に念頭に置いて取り組んでまいります。

－

3 役割分担

・県と市町村との関係について、連携が積極的に構築さ
れるよう、より小さな単位の自主性、自律性を尊重する
という「補完」の考え方を原則とすることについて計画
に書き込むことが大事である。

・第２章「県民活動の必要性とその意義」に、「４ 主
な主体とその役割」を新たに追加し、各主体の役割を
明確にするとともに、行政である県と市町村は「補完
性の原理」に基づき、連携・協力して施策を進めるこ
とについて記載しました。

7

4 共生

・地域共生社会においては、支援を受けるだけではな
く、全員でどうしていくのか、全員が主体であることを
もっと明確にした方が良い。

・第２章「県民活動の必要性とその意義」の「３ 県民
活動の意義」における「（３）共生・共助の精神によ
り培われた地域社会の実現」に、共に作り上げていく
地域社会の重要性について記載しました。
・また、同章「４ 主な主体とその役割」において、各
主体の役割を明確にしました。
・さらに、第５章「１ 目指す千葉県の姿」に、誰もが
県民活動に参加し、みんなの力を結集して未来を切り
開いていく、という県民活動の最終的な目的・目指す
成果について記載しました。

5～7
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素案該当
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5 共生

・外国人の増加により社会環境が変化しており、関わり
方について様々な課題が生じている。地域性を考慮しな
がら、県と市町村が連携してボランティアと地域をつな
げていくことが大事である。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「１ 社
会環境の変化とそれに伴う課題」における「（４）外
国人の増加」に、外国人が急増していること、また外
国人県民を含めた全ての県民が地域社会の担い手であ
ることを記載しました。
・また、第５章「施策の方向性」の「施策の方向性１
県民活動への理解や参加の促進・定着」における行動
計画「（２）県民活動の体験機会の提供と定着の促
進」に、「ちばボランティアナビの運営」を位置づ
け、地域の団体とボランティアのマッチングを図るこ
ととしています。なお、当該事業の運営に当たって
は、市町村支援センター等と連携し、効果的な事業実
施に努めてまいります。

17，34

6

・県民活動に参加するハードルはまだまだ高いので「日
常の感覚」で参加しやすい機会をつくることが大事であ
る。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「２ 県
民活動をめぐる現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の促進に
向けた課題」における「（１）県民活動の裾野の拡
大」において、それぞれのライフステージやライフス
タイルに応じて、多様な世代に参加促進を図るための
環境整備の重要性や参加経験のない方でも気軽に体験
できる機会の充実について記載しました。
・また、第５章「施策の方向性」の「施策の方向性１
県民活動への理解や参加の促進・定着」における行動
計画（１）（２）に、参加するハードルが下がるよ
う、ＳＮＳでの情報発信や活動経験がない方に向けた
体験会の実施について記載しました。

30，34参加促進
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30，34

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「２ 県
民活動をめぐる現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の促進に
向けた課題」における「（２）県民活動への継続的な
参加の促進」に、東京2020大会を契機として育成した
人材など、意欲ある県民が地域で活躍し続けるための
環境整備の重要性について記載しました。
・県では、東京2020大会を契機とした各種取組の成果
をレガシーとして地域で引き継いでいくため、昨年
度、ボランティアマッチングサイト「ちばボランティ
アナビ」を立ち上げました。
・そこで、第５章「施策の方向性」の「施策の方向性
１ 県民活動への理解や参加の促進・定着」における
「（２）県民活動の体験機会の提供と定着の促進」
に、「ちばボランティアナビの運営」を位置づけ、引
き続き、意欲ある県民が自身の興味・関心に応じて地
域で活動できるよう後押しをしていくこととしていま
す。

30，34

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「２ 県
民活動をめぐる現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の促進に
向けた課題」における「（１）県民活動の裾野の拡
大」に、県民活動への理解と参加の促進に向け、ＳＮ
Ｓを含めた様々な形による情報発信の重要性について
記載しました。
・また、第５章「施策の方向性」の「施策の方向性１
県民活動への理解や参加の促進・定着」における
「（１）県民活動の普及啓発の推進」に、各種広告媒
体やＳＮＳを活用して県民活動への理解や参加促進に
資する情報を発信することについて記載しました。
・なお、県では東京2020大会開催後、中高生からシニ
ア世代まで、各世代ごとに都市ボランティアの座談会
を実施し、その様子をYouTubeに掲載しています。動画
では、都市ボランティアへ参加したことで得たものや
今後の地域での活動などについて語っていただいてお
り、今後はこうした動画を活用して、県民活動への理
解促進に努めてまいります。

8

・SNSを含め、様々な情報発信ツールを活用して、具体
的な活動や成果の情報発信を進め、県民活動への理解を
広げていく必要がある。インターネット上での情報発信
が重要。
・県民は市民活動に参加したことで生じる自分や地域の
変化を目に見える形で知りたいのだと思う。

7

・ボランティア活動への思いは様々で、参加形態や活動
内容も多種多彩である。
・東京2020大会の外国人へのおもてなし活動と地域での
ボランティア活動では参加する側の意識に乖離がある。
そこをどうつなげていくのか、難しいところだと思う。

ボラン
ティア

情報発信
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9
5，16，

30

・青少年の参加促進のためには、県民活動に関する学
習の機会を持つことが重要であることから、第２章
「県民活動の必要性とその意義」の「４主な主体とそ
の役割」において、学校・大学の果たす役割として、
若い世代に対する学習機会の提供等について記載しま
した。
・また、第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の
「２ 県民活動を巡る現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の
促進に向けた課題」における「（１）県民活動の裾野
の拡大」に、若い世代を含めた多様な世代の参加を促
すための環境整備の重要性について記載しました。

6，3010

・学生や子どもたちの参加がとても重要。青少年の参加
を促していくことが、県民活動の大きな課題であること
から、策定趣旨に次代を担う青少年の役割を記載してい
ただきたい。

・働く世代の参加をどのように促し、裾野を広げていく
かが重要。
・若い世代では、働く時間以外で地域で能力を活かした
いというニーズが出てきている。
・プロボノは、働く世代が参加しやすいツールの一つで
あり、支援される側のみならず、支援する側にも新たな
気づきをもたらす。

参加促進

・第２章「県民活動の必要性とその意義」の「３ 県民
活動の意義」における「（１）社会参加と自己実現」
に、プロボノの意義について記載しました。
・また、第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の
「１ 社会環境の変化とそれに伴う課題」における
「（３）ワーク・ライフ・バランスの推進」に、仕事
で培った知識や経験を活かして活躍できる環境の整備
が重要であることについて記載しました。
・さらに、同章の「２ 県民活動をめぐる現状と課題」
の「Ⅱ 県民活動の促進に向けた課題」における
「（１）県民活動の裾野の拡大」に、働く世代も含
め、多様な世代の参加を促すための環境整備の重要性
について記載しました。
・なお、プロボノに関し、いただいた意見について
は、具体的な施策を検討・実施する上で、参考とさせ
ていただきます。

参加促進
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13 参加促進

・地域への愛着が大事であり、地元の魅力を発信するこ
とがボランティア活動に繋がると思うので、日常の活動
につながるような魅力発信についても計画に盛り込めれ
ば良いのではないか。

・いただいた御意見につきましては、関係部局とも連
携し、具体的な施策を進めていく中で、参考とさせて
いただきます。

－

11 30，34

12

・ボランティアを増やすためには、マッチングサイトを
作るだけではなく、もっと人を介してボランティアと団
体をつなぐ仕組みをつくってもらいたい。

参加促進

参加促進

・「ちばボランティアナビ」の運営に当たっては、ボ
ランティアコーディネーターを配置し、団体の状況や
課題を聞き取りながら、ボランティア募集や体験会な
どを行っています。
・いただいた意見については、事業を実施する上での
参考とさせていただきます。 －

・活動を継続させるためにはボランティアをフォローす
ることが必要であり、地域で活動している団体と連携し
て、ボランティアを支える環境づくりを行ってもらいた
い。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「２ 県
民活動をめぐる現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の促進に
向けた課題」における「（２）県民活動への継続的な
参加の促進」に、意欲ある県民が地域で活躍し続ける
ための環境整備の重要性について記載しました。
・また、第５章「施策の方向性」の「施策の方向性１
県民活動への理解や参加の促進・定着」の行動計画
「（２）県民活動の体験機会の提供と定着の促進」
に、地域の団体とボランティアをつなぐ「ちばボラン
ティアナビ」を運営することや団体と協力してボラン
ティアの体験機会を提供すること、またボランティア
が継続的に活動しやすい環境の整備のため、団体支援
を行うことなどについて記載しました。
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16

14

15

16

・オンライン開催は、遠方の方も参加でき、今まで出会
わなかったような方とも会うことができるなどのメリッ
トがあるものの、発言を遠慮してしまう、参加者間の交
流や情報交換が困難などのデメリットもあるので、やり
方を工夫して両方の良さを活かしていくことが必要であ
る。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「１ 社
会環境と変化とそれに伴う課題」における「（６）災
害・感染症等のリスクの増大」に、対面と非対面の活
動を上手く組み合わせて効果的・継続的に活動するこ
との重要性についてを記載しました。
・また、同章の「２ 県民活動をめぐる現状と課題」の
「Ⅱ 県民活動の促進に向けた課題」における「（４）
感染症への対応」にも同様に記載しました。

18，30

18，31

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「１ 社
会環境の変化とそれに伴う課題」における「（２）深
刻化する社会的な孤独・孤立」に、新型コロナウイル
ス感染症の拡大により、孤独・孤立の問題が顕在化・
深刻化していることから、共生・共助の精神に培われ
た持続可能な社会づくりが求められていることについ
て記載しました。

・新型コロナウイルス感染症の拡大により社会との接点
が少なくなったことで、「心の相談」が増えるなど新た
な問題が生まれ、コミュニティの繋がりが弱体化してい
る。

・新型コロナウイルス感染症の拡大でボランティアの受
入が難しくなり、ボランティア活動が低迷して、人材の
育成が出来ていないのが団体の課題になっている。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「１ 社
会環境の変化とそれに伴う課題」における「（６）災
害・感染症等のリスクの増大」に、新型コロナウイル
ス感染症の拡大で活動が低迷していることを記載しま
した。
・また、同章の「２ 県民活動をめぐる現状と課題」の
「Ⅱ 県民活動の促進に向けた課題」における「（１）
県民活動の裾野の拡大」に、コロナの影響で人材の発
掘・育成する機会が減少していることから、裾野の拡
大を図る必要性があることについて記載しました。

オンライ
ン

コロナ

コロナ



項目 分類 第１回懇談会での意見 対応の方向
素案該当
ページ

17 団体支援

・団体支援のうち、資金面の支援として、市民が市民を
応援していけるように、寄附の裾野をどう広げていくか
が大事である。寄附に係る理解の促進・普及、仕組みを
創る取組の支援といった形で、県民活動に必要な物的な
条件を整えていくことが必要だ。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「２ 県
民活動をめぐる現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の促進に
向けた課題」における「（３）市民活動団体等の持続
的な活動に向けた基盤強化」に、寄附は資金面で活動
を支える一つの重要な参加の形態であることや寄附に
係る意識の醸成の必要性について記載しました。
・また、第５章「施策の方向性」の「施策の方向性２
市民活動団体等の基盤強化等の支援」における行動計
画「（３）民が民を支える仕組みの普及・支援」に、
寄附に対する意識啓発やクラウドファンディングなど
の仕組みの研究・普及等の取組について記載しまし
た。

31，36

18 団体支援

・地方創生のポイントである「公共私の見直し」におい
て、「私」の領域でできることとして、国が事例にあげ
ているのが、シェアリングエコノミー。「資源」も物的
な条件の一つであり、物的条件を豊かにしていくことが
県民活動を促進していく上で重要な視点だと思う。連携
を促進させていくための物的基盤の環境整備をどうして
いくのか強調されても良いと思う。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「１ 社
会環境の変化とそれに伴う課題」における「（５）デ
ジタル社会の進展」に、シェアリングエコノミーの視
点の重要性とその可能性について記載しました。

18

19 連携

・連携を創り出していくためにはプラットフォームとい
う「場」を創っていくことが重要であり、県は、長期を
見据え、広域のプラットフォーム創りに取り組んでもら
いたい。

・第２章「県民活動の必要性とその意義」の「４ 主な
主体とその役割」に、県行政は広域的な視点で県民活
動を発展させていくための基盤づくりを行うことを記
載しました。
・いただいた意見については、今後、施策を検討・実
施する上での参考とさせていただきます。

7
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20 連携

・連携・協働について、課題を同じくする人たちが横に
繋がっていく、場合によっては全然違う分野や業界が繋
がることによって持続可能性を高めていくことが大事で
ある。市町村の中には出会いの場を創る動きなども出て
きているので、県としてどんなバックアップができるの
かが大きな課題である。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「２ 県
民活動をめぐる現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の促進に
向けた課題」における「（５）地域における多様な連
携・協働の促進」に、市民活動団体や地縁組織、行政
や企業など、様々な主体間による連携・協働の取組を
促進することが重要であることを記載しました。
・また、第５章「施策の方向性」の「施策の方向性３
多様な主体による連携・協働の促進」における行動計
画「（１）地域コミュニティにおける様々な主体の連
携・協働の促進」に、連携・協働を促進するための各
種取組について記載したほか、「（２）市民活動団体
等と県・市町村との協働の推進」に、市町村に対する
幅広い側面支援を行うことについて記載しました。

31，38

21 連携

・災害時の備えとして、ＮＰＯとしては、特に行政の協
力を得ながら福祉分野のネットワークを構築していく必
要があると感じている。

・第４章「県民活動を取り巻く情勢と課題」の「２ 県
民活動をめぐる現状と課題」の「Ⅱ 県民活動の促進に
向けた課題」における「（５）地域における多様な連
携・協働の促進」に、協働の取組は地域におけるつな
がりを深化させ、災害時などの緊急時にも大きく役立
つことについて記載しました。
・各分野でのネットワークの構築については、関係部
局にも情報共有し、具体的な施策を進めていく中での
参考とさせていただきます。

31

22
地域との
連携

・最近、学校の活動と地域の方々をつなげていく動きが
活発になっているので、計画に明記するかは別として、
今後の検討のなかで触れられる機会があると良い。

・第２章「県民活動の必要性とその意義」の「４ 主な
主体とその役割」に、学校・大学の役割として、地域
における様々な主体と連携・協働しながら教育活動に
取り組むことが求められていることについて記載しま
した。
・なお、学校と地域との連携については、前計画にお
いて関連事業として位置づけていたところであり、い
ただいた意見については、今後、当該計画の関連事業
を検討する際の参考とさせていただきます。

6
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市町村23

・市町村と連携するに当たっては、地域の特性やそれぞ
れの役割を踏まえて、市町村のニーズとうまくかみ合う
ように事業展開するとより効果的である。

・第２章「県民活動の必要性とその意義」の「４ 主な
主体とその役割」に、行政の役割として「補完性の原
理」に基づき、県と市町村が連携して施策を進めるこ
とについて記載しました。
・また、具体的な施策の推進に当たっては、市町村担
当課と積極的に情報共有や意見交換を行うなど、効果
的な実施に努めてまいりたい。 7


